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EDITOR'S NOTE 


この 本 が 皆さん の 御手 元 に 届く 頃 に は 、 も は や (フジ ・ ロ ッ ク )、〈 サ マー ソニ ッ ク ) 共に 、 無 
事 終了 し て いる は ず 。 今年 の 夏 フ ェ ス は 、 い か が だ っ た で し ょ うか ? と 、 ち ょ うど 1 年 前 の 原 
稿 の カッ ト & ペ ベー スト か ら 始 め て み ま し た 。 も う へ と へ と で あり ん す 。 な の で 、 今 号 は ここ だ け 
は ゆる ゆる で 送り し ます 。 あ と は 、 ラ ヴ ・ ソ ング 特集 を 筆頭 に 、 激 濃厚 な の で 、 よ ろ び く で す . 

7 月 に 入っ て か ら 、 ヘ ルニア 悪化 & 謎 の 激 頭 痛 に 苦し ん で いた と ころ 、 な ん で も 整体 の 先生 に 
よれ ば 、 左 首 の 後ろ の 痛み を 無意識 に か ば っ て た せい で 、 そ こ か ら 首 の 中 心 に 対し て ちょ うと 反 
対 側 に ある 右 首 の 関節 も お か し く な っ て お り 、 そ れ ゆ え の 激 頭痛 だ っ た 模様 。 整体 の 先生 曰く 、 
「 デ スク ワー ク は 出来 る だ け 控 え 、30 分 に 一 度 歩く こと ] だ そう で 、 そ れ じ ゃ 仕事 に な り ま へ ん 
が な 。 で 、[ 日 々 と に か く 歩 け ] と いう お 達し 。 な の で 、〈 フ ジ ) 三 日 間 歩き 回 る こと に 決定 。 こ 
こ 数 年 の (オア シス ) 周辺 で 友達 と ダラ ダラ 過ごす と いう パタ ー ン も 改善 すべ く 臨 ん だ わけ で す 

と いい つつ も 、 金 曜 朝 まで 仕事 だ っ た の で 、 東 京 を 出発 し た の は 、 午 後 。、 ジ ェ イ ミー・ リ デル 
に も 、 ラ スカ ルズ に も 、 ス プー ン に も 、 ゴ ッ シ プ に さえ 間に合わ ず 、 と ほほ 。 で 、 結 局 の と ころ 、 
今年 の (フジ ) は ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ で スタ ー ト する こと に な っ た で ヴァ イン ズ 。 ラ イヴ が 始ま る 前 
に ステ ー ジ 裏 を 覗き に いっ た ん だ けど 、 も う ク レイ グ が 完全 に パッ パラ バー 状態 で 、 あ れ は ハラ 
ハラ し た な ー。 で も 、 良 か っ た で ヴァ イン ズ 。 あ の 1 曲 ご と に メン バー が お 辞 儀 する の 、 絶 対 、 
ビー トル ズ の 真似 だ た よね. で 、 そ の 後 、 ト ム の 髪型 が 長髪 の セン ター 分 け と いう 、 す っ か り ト レ 
ビア ン な 感じ に な っ た カサ ビア ン を 何 曲 か 眺め な が ら 、 得 意 の ペン ジー の モノ マネ を し つつ 、 
[次 は シャ ー ペ ッ ツ が 観 た い | と か 嘘 八 百 、 結 局 、 マ イ ・ ブ ラディ ・ ヴ ァ レ ンタ イン 待ち 。15 年 
前 の (川崎 クラ ブチ ッ タ ) で の ド 下 手 か つ 、「[ ほ と ん ど DAT か ら 音 が 鳴っ て ん じゃ ん ! 「 ラ ヴ レ 
ス ]| の 曲 じ ゃ な く な る と 、 い き な り 音 圧下 が ん じゃ ん !] と いう ライ ヴ を 観 た 人 間 と し て は 、 期 
待 感 皆 無 . た だ ノイ ジー で 、 ル ー プ も の だ と 、 絶 対 うと うと する の に 気持 ちい いと 思い 、〈 グ リ 
ー ン ) の 後方 中 腹 辺 り を キー プ 。 う と うと する に は ば っ ちり で し た 。 相 変わ ら すず 、 ドラ ム が 学園 
レ ヴェ ル な の に は 、 ち ょ っ と 感動 いた し まし た 。 で 、 電 気 グル ー ヴ 観 た さ に (オレ ンジ ・ コ ー 
ト ) に 移動 、 で も 、 な ん か 出 音 が ちょ っ と お か し く て 、 不 完全 燃焼 。 で も 、 セ ッ ト の 流れ と か 、 
アレ ンジ 的 に も 、 絶 対 、 以 前 の (グリー ン ) を 凌ぐ 出来 で は 。 あと は 、 ダ ン ・ ル ・ サ ッ ク 覗 いて 、 
グラ ンド ・ マ スタ ー・ フ ラッ シュ の 「 え 、 今 は 何 年 で すか ?| な 感じ を 楽し みつ つ 、 寝 まし た 

土曜 日 は 、 編 集 部 スタ ッ フ 、 ゆ うこ ご 、 ゆ ー だ い の ゆ ー ゆ ー コ ン ピ が ゆー ゆー 爆 寝 し て いる の を 
康 目 に 、 コー ティナ ー ズ を 見 学 に 。 学園 祭 で し た 。 で 、 ハ ー ド ・ フ ァ イ 。 リッチ ー の 真っ 青 な ボ 
ロ ・ シ ャ ツ と ドロ ボー 長 に 撃沈 ・ で 、 ク リブ ス 観 る つも り が 、 急 碧 エ ロー ル の 取材 時 間 が 出 た も 
ん で 断念 。 取材 後 、 ズ ー ト ンズ の お し り 数 曲 を 見 学 。 や っ ぱ 最 初 の アル パム が いい っ すね 。 で 、 
伝説 フラワ ー・ ト ラヴ ェ リ ン ・ バ ンド を 観 に 。 超 期待 ゆえ 、 わ ざわ ざ (ヘヴン) まで 来 た の に 、 
70 年 代 の フュ ー ジ ョ ン ・ パ ンド みた いな 音色 と 演奏 に 1 曲目 の 途中 で 退散 。 で 、 例 に よっ て 、 期 
待 せ ず に 観 た プラ イマ ルズ .。 い つも そう な ん だ けど 、 や っ ぱ よ く て 、 な ん か 頭 来 る “アイ ム ・ 
ルー ジン グ ・ 一 "と “スワ ステ ィ カ ・ ア イズ "が 特に 〇 . で も 、 ゲ スト 参加 の CSS ハ ナ エ ち ゃ ん 
の 普段 ステ ー ジ で は 見 せな い ワ ン ピ ー ス 姿 が O。 で 、 ア ンダ ー ワ ー ル ド 。 う 一 ん 、 ま あ 、 悪 く な 
か っ た っ す 。 で 、 深 夜 の (レッ ド ) に 移動 . エロ ー ル ・ ア ルカ ン は 、 う ん 。 ス ウィ ッ チ は 、 う 
ん 。 で 、 こ れ ま た し ゃ く な ん だ けど 、 最 後 の リ ッ チ ー・ ホ ウ テ ィ ン が ば っ ちり で し た 。 同じ 発 
げ 方 し て る 人 間 と し て は 嬉し ゅ う ご ざ いま し た 。 と いう わけ で 、 リ ッ チ ー 法 典 を 編 算 。 寝 ま し た 

結局 、 日 曜日 は 例年 通り 、 遅 め の 活動 開始 。 夕方 の 裏 雨 も あっ て 、「CSS に 全力 を 注ぎ た い 」 
と いう エク スキ ュー ズ を お っ 立て 、 だ ら だ ら 。 で 、CSS、 良 くも 悪く も 、 ラ イヴ ・ パ ンド と し て 
は まっ た く 別 物 、 以 前 の 学園 祭 さ えも 通り 越し た ゴミ 感 が な く な っ て いた の と 、2nd か ら の 曲 が 
まだ こなれ て な い の が ちょ っ と 残念 だ た っ た か な 。 で も 、 ド ラム 、TCTC だ っ け ? あい つが パワ 
ー・ ド ラマ ー な の が 良く な い . 帰り 時 間 の 関係 で 、 ザ ・ ミ ュー ジッ ク は 前 半 戦 6、7 曲 。 頭 3 曲 辺 
り は か な り 固 か っ た の で 、 後 半 観 た か っ た か な 一 。 そ の 後 、( レ ッ ド ) で や っ て る ネオ ン ・ ネ オ 
ン (これ が 良かっ た ! パン ド 編 成 だ と 思っ て ま へ ん で し た ) を 覗き つつ 、 今 年 の 〈 フ ジ ) は あ 
っ さり と 退散 と いう わけ で 、 リ ッ チ ー 法 典 を 編 算 . しつこい 。 で は 、 今 年 も 、 夏 フェ ス ・ シ ー 
ズン に ほとん と 無関係 な 1 冊 。 世 間 と ズレ て る の は 承知 の 上 で 、 今 号 も さら な る 自信 を 持っ て 、 
お 届け し た いと 思い ます 。 い や 、 頑 張っ た 。 で は 、 今 号 も 楽し ん で や っ て 下さ い 
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⑯ ス ヌー ザー/ 田中 察 一 郎 / (株 ) リト ル ・ モ ア 2008 
本 躍 記事 お よび 写真 の 無断 転載 を 禁ず 


ロッ ク ・ イ ズ ・ バ パック! 


そん な 風 に 世界 中 が 色 め き 立 っ た の は 、 


2002 年 の こと 。 そし て 、 そ の 主役 は 、 世 界 規模 で 見 た 場合 、 
スト ロー クス で は な く 、 間 違い な く 、 こ の ヴァ イン ズ だ っ た 。 


バン ド の 中 心 人 物 、 ク レイ グ ・ ニ コル ス は 、 豪 州 の 片田 舎 か ら 


連れ 出さ れる や 、 瞬 時 に 、 時 代 の ポッ プ ・ ア イコ ン へ と 昇り つめ る 。 
セッ クス ・ ゴ ッ ド の 異名 を 取る ほど に 。 だ が 、 そ も そ も 音 楽 以外 に は 


何ら 外界 と の 接点 を 持つ こと の 出来 な い 、 精 神 疾 患 を 抱え た 、 


元 ひ きこ も り 少 年 だ っ た 彼 は 、 や が て 内 側 か ら 崩 壊 。 破 滅 の 道 へ 。 


すべ て は 暗礁 に 


乗り 上 げ る 。 だ が 、 ヴ ァ イ ン ズ は 帰っ て きた 。 


いま だ すべ て は 不安 定 な まま 。 だ が 、 輝 き は 失わ れ て いな か っ た 


レイ グ ・ ニ コル ス は 、 や は り ク レイ グ ・ ニ 
コル ス の まま だ っ た 。2nd ア ル バ ム 以降 、 
少し ずつ パラ ンス を 月 し 出し た 頃 に 比べ て 、 
良く も 悪く も 何 も 変 わっ て は いな か っ た 。 勿 論 そ れ は 、 
彼 が 抱え る 精神 疾患 、 ア スペ ベルガー 症候群 の せい で も 
ある の だ が 、 相 変わ ら ず 精神 状態 は 常に 不安 定 。 今 回 、 
そう し た 局面 を 、 期 せ ず し て 二 度 ほ ど 目 撃 す る こと に な 
っ た が 、 彼 が パラ ンス を 月 し 出す と 、 す ぐに メン バー も 
スタ ッ フ も さっ と 身 を 引い て し まう . お そら く は それ が 
互い に と っ て も っ と も 有益 な 方 法 た と は わか っ て いて 
も 、 その 光景 は どう に も 痛々 し く 、 僕 の よう な 人 間 に は 、 
それ を 日 常 の と と と し て 受け 入れ る こと は 、 と て も 一 朝 
ー タ に は 無理 だ と 思わ せる に 十分 だ っ た 。 

(フジ ・ ロ ッ ク ) で の ステ ー ジ 終了 後 、 長 年 ずっ と 彼 
ら の イン タ ヴ ュー を 担当 し て いた 元 本 誌 編集 部 貞 、 唐 
沢 真 佐 子 が バッ クス テー ジ に 顔 を 出し た 際 に 、 会 話 を 
交わ す 間 も な く 、 い き な り 「 出 て 行け !| と 鳴 り 声 を 
上 げ る クレ イグ ・ ニ コル ス 。 つ い 前 日 まで 、 彼 女 の 消 息 
を いろ ん な 人 間 に 尋 ね て いた 人 間 と は 、 と て も 同一 人 
物 と は 思え な い 態 度 だ が 、 端 か ら 見 る 限り 、 ほ と ん と ど 誰 
の こと も 区 別 が つか な い ぐ ら い 、 完 全 に フリ ー ク ・ ア ウ 
ト し た 状態 だ っ た 。 

だ が 、 こ うし た クレ イグ 自身 の 常に 不安 定 な 精神 状 
態 か ら 生み 出さ れる か ら こ そ 、 ヴ ァ イ ン スズ の 音楽 は 他 の 
誰 に も 真似 の 出来 な い 剥 き 出し の 生々 し さ を 持ち えて い 
る 。 ヴ ァ イ ン ズ の 音楽 を 凡 百 の パワ ー・ ボ ポップ ・ バ ンド 
か ら 遠 く 引 き 離 し 、 特 別 な も の た らし め て いる の は 、 ク 
レイ グ ・ ニ コル ス の 希代 の メロ ディ ・ メ イカ ー と し て の 
才能 と 共に 、 こ うし た 残酷 な 構造 が あっ て こそ な の だ 。 
そう いう 意味 か ら す れ ば 、 こ こ 日 本 で も 9 月 最終 週 に リ 
リー ス さ れる こと が 決ま っ た 通算 4 枚 目 の アル バム 「 メ 
ロディ ア 」 は 、 文 字 通り 、 完 全 復 活 作 だ と 言っ て いい 
だ ろう 。 何 故 な ら 、 愚 鈍 な まで に 租 召 な 世界 と 、 人 里 
離れ た 秘境 で 育っ た 五 歳児 の よう に 感情 が 剥き 出し に 
な っ た まま の 青年 が 、 時 と し て 圭 絶 な 歪み を 皿 ま せ 、 時 
と し て ほん の 一 瞬 だ け 笠 福 な 選 近 を 見 せる と いう 、 ヴ ァ 
イン ズ 特 有 の 感情 の ジェ ッ ト コ ー ス ター 状態 が また ここ 
で 再現 され て いる わけ たから 。 し か も 、 そ の 大 半 が 2 分 
前 後 の コ ン パ クト な ポッ プ ・ ソ ング と し て . 

それ に し て も 、( フ ジ ・ ロ ッ ク ) で の ステ ー ジ は 素 晴 


らし か っ た 。 ス テー ジ 上 の クレ イグ に は 、 や は り 圧 便 的 
な カリ ズ マ が ある 。 一 上 通 た り と も 目 が 離せ な い 。 ス テー 
ジ に 上 が る 前 か ら 、 完 全 に フリ ー ク ・ ア ウト し た まま 、 
頭 の 上 に 何 度 も 水 を 降り か け 、 胸 元 を 引き ちぎ っ た T シ 
ャ ツ を 膨 い だ た り 、 さ か さま に 着 た り 、 ま た 脱い た り 。 極 
限 まで 顔面 を 引き つら せ 、 目 を ひん むき 、 完 全 に ひっ く 
りか えっ た 声 で 絶叫 する 。 終 始 ハ ラ ハ ラ させ られ た し 、 
勿論 、 決 し て うま い バ ンド で は な い が 、 時 折 、 と ん で も 
な い 骨 間 が 何 度 も 巻き 起こ る の だ 。「 一 緒 に 歌っ て くれ 、 
ハン ド ・ ク ラッ プ も !| と いう 短い MC の 直後 始ま っ た 
"ライ ド " の 素晴らし さっ た ら 、 な か っ た 。 オ ー デ ィ エ 
ンス も 最高 だ っ た 。 お そら くそ の 大 半 が 、 彼 の 帰 早 を 心 
か ら 祝福 し て いた 。 に も か か わら ず 、 ス テー ジ 上 の 青年 
は 、 い くつ も の 曲 で 「 こ こ か ら 出 て 行く ん だ | と 絶叫 し 
て いる の だ か ら 、 ど うに も 残酷 な パラ ドク ス と 言わ ざる 
を えな い 。 やれやれ 。 だ が 、 ボ ポッ プ と は 、 そ ん な 風 に と 
うに も 不思議 な 構造 を 持っ た も の な の だ 。 

以下 の イン タ ヴ ュー は 、( フ ジ ) 前 日 に 、 都 内 で 行わ 
れ た も の だ 。 イ ンタ ヴュー 自体 は 終始 、 穏 や か だ が 、 提 
影 タイ ミン グ で は 、 か な り の 緊張 が 走る 殺伐 と し た 現場 
に な っ た 。 その 日 、1 本 目 の テ レビ 取材 の 後半 で か な り 
支 離 減 死な 発言 が 飛び 出し 、 ス タッ フ が 冷や 冷や し 出 
し た と ころ で 我々 の 順番 に 。 部 屋 に 入っ て くる な り 、 
「 僕 の 尋ね る こと に 、 誰 も きち ん と 答え て くれ な いん だ 
と 金 切 り 声 を 上 げ る クレ イグ . これ まで も 何 度 か 通訳 と 
し て クレ イグ に 会 っ て いる 編集 部 萩原 麻理 が 諸々 の 相 
談 に 乗っ て か ら は 、 よ う や く 一 度 は 落ち 着き か けた も の 
の 、 提 影 が 始ま る や いな や 、「 ど いつ も こい つも 、 わ ざさ 
と 日 本 語 で 話し て る ん だ ! 誰 の 言う こと も 信じ られ な 
い | と 、 レ コー ド 会 社 の スタ ッ フ 初め 、 周 囲 の 人 間 に 容 
赦 な い 為 普 雑言 を 浴び せ か け 始 め る 、 わ ざと ギョ ロ 目 を 
剥き 出し 、 日 本 語 を 真似 た 意味 不明 の 叫び を 上 げ 出 す 。 
か くし て 、 準 備 し た 撮影 アイ デア は すべ て 断念 

その 後 、 短 い ブ レイ ク を 挟み 、 取 材 部 屋 に 戻っ て きた 
時 は 、 少 し ば か り 落 ち 着き を 見 せ 始 め た の で 、 と に か く 
彼 が リラ ックス 出来 る よう な 話題 か の ら 、 イ ンタ ヴュー を 
始め る こと に 。 その 後 は 、 終 始 、 穏 や か さ を 取り 戻し た 
も の の 、 途 中 、 ク レイ グ が サン グラ ス を 外し た 時 に 、 さ 
っ つき と 比べ て 、 彼 の 白目 が 少し ば か り 赤 身 を 帯び て いた 
の で 、 納 得する 、 そ うか 、 な る ほど な 。 や は り 普 通 の 状 


態 で は 正気 を 保っ て いら れ な いと いう こと な の だ ろう 。 
お か えり 、 ク レイ グ 。 こ の 素晴らし き ク ル エ ル ・ ワ ー ル 
ド へ よう こそ 。 


interview with CRAIG NICHOLLS & 
HAMISH ROSSER 

これ 、 マ サコ か ら の メー ル 。 
クレ イグ ・ ニ コル ス (以下 、 ク レイ グ ) 「 ワ オ ! 
も 、 僕 、 読 め な いや ( 笑 )」 
で も 、 メ ー ル の この キャ ラク ター、 党 えて な い ? 
クレ イグ 「 あ 、 ア スト ロ ・ ボ ー イ (鉄腕 アト ム ) だ 。 う 
ん 、 彼 女 に アス トロ ・ ボ ー イ も ら っ た の 覚え て る よ 。 今 
で も 持っ て る よ 。 すご く 好 き な ん だ ] 
あい つ は ね 、 こ の オー スト ラリ ア に 取材 に 行っ た 後に 、 
すべ て や り 切 っ た と 思っ て 、 辞 め た ん だ よ 。 
へ イミ ッシュ ・ ロ ッ サ ー (以下 、 ヘ イミ ッシュ ) 「 て こと 
は 、 こ の 記事 の 後 ?」 
クレ イグ 「 彼 女 、 今 は 何 や っ て る の ?] 
人 @ 音 楽 業界 か ら は 離れ て る ん だ 。 
クレ イグ 「 あ あ 、 そ うな ん だ 。 オ ッ ケ ー」 
@ ま た 、 仕 事 は 始め て る けど 。 
クレ イグ 「 よ か っ た 。 じ ゃ あ 、 僕 と 同じ だ ( 笑 )」 
で も 、( フ ジ ) に は ヴァ イン ズ を 観 に 来る っ て 。 
クレ イグ 「 ク ー ル ! じゃ あ 、 会 える ん だ ね ]」 
@ う ん 。 で 、 今 日 は 君 と 話す の は 初め て だ し 、 あ いつ の 
代わ り っ て こと だ か ら 、 ち ょ っ と 荷 が 重い ん だ けど 。 
クレ イグ 「 大 丈夫 ( 笑 )。 僕 の 方 も 、 イ ンタ ヴュー らし 
い イ ンタ ヴュー は 、 ほ ぼ 初 め て っ て 感じ だ し ね ]」 
@ じ ゃ あ 、 自 分 達 は と し て は 、 こ の アル バム は 自分 達 の 
どう いう 時 代 の 、 ど うい う フ ィ ー リ ング を リプ リゼ ント 
し て いる と 思い ます か ? どこ か 、 も う 一 回 残酷 な 世界 
に 戻っ て きた っ て いう 宣言 で も ある と 思う ん だ けど 。 
クレ イグ 「 ま あ 、 バ ンド に 入る 前 か ら 、 僕 に と っ て は 何 
も か も が 、 ず っ と 残酷 な も の だ っ た か ら ね 。17 歳 の 頃 に 
曲 を 書き 始め る 前 か ら 、 僕 に は 何 も 理解 出来 な か っ た 。 
教師 、 政 府 、 両 親 一 そう いう あら ゆる クリ シェ すべ て 
が 何 ひと つ 理解 出来 な か っ た ん だ 。 で も 、 音楽 だ けが 僕 
に 語り か け て き て くれ た 。 だ か ら こ そ 、 僕 は 音楽 に 対し 
て 、 何 か を 返し た いと 思っ て る ん だ 。 だ か ら 、 多 分 、 ま 
た 最初 に 戻る も 、 ス ター ト に 戻る っ て 感じ か な 。「 ヴ ィ ジ ョ 
ン ・ ヴ ァ リ イィ 」 の 後 、 僕 ら は あん まり ツア ー も し な か っ 
た し 、 僕 は 人 生 の つら い 時 期 を 通過 し て た ( 笑 )。 で も 、 
今 は また 、 文 字 通り 、 曲 が 出来 て 。 僕ら が や る こと 、 僕 
が 長い 間 や っ て きた こと っ て まさ に それ だ け だ と 思う ん 
だ よね 。 今回 の 曲 を 書い て る 間 、 僕 は 「 全 部 シン グル に 
し た いっ て 風 に 考え て た ん だ けど 。 僕 は この アル バム 
に 満足 し て る 。 ハ ッ ピ ー な ん だ 。 ぴ びっ くり する こと に 、 
他 の 国 も 来 ら れ た 。 こ の 前 の アル バム の 後 、 も う 二 度 と 
オー スト ラリ ア か ら 出 る こと は な いと 思っ て た か ら ね ]」 
人 @ じ ゃ あ 、1 曲 目 の “ゲッ ト ・ ア ウト " と か 、“ ヒ ー ズ ・ 
ア ・ ロ ッ カ ー" に は 、 自 伝 的 な 部 分 は ある ?. 
クレ イグ 「 ま あ 、 ど ちら も 一 部 が フィ クシ ョ ン で 、 一 部 
が 事実 な た ん だ 。 全部 の 曲 が そ うだ けど 。 だ か ら 、 自 分 が 
知っ て る こと 、 本 当 の こと を 歌う と 同時 に 、 や っ ぱり そ 
こ に 何 か 加え な きゃ いけ な い 。 本 で お 話 を 書い た りす る 
みた い に ね 」 
@ 基 本 的 に 、 そ れ が あな た の スタ イル だ も ん ね ? 
クレ イグ 「 う ん 。 最初 は 自分 と か 、 自 分 が 知っ て る 他 の 


あ 、 で 


誰か に つい て 書い て る ん だ けど 、 自 分 の こと が 別 の 人 の 
こと に な っ た り 、 別 の 人 の こと が 自分 の こと に な っ た り 
する ん だ 。 だ か ら 、 あ る 意味 、 す ご く 幅 広く て 」 
⑯ じ ゃ あ 、" ヒ ー ズ ・ ア ・ ロ ッ カ ー" の 歌詞 に 出 て くる 
"トリップ" は 、 ど ん な トリ ッ プ を 指し て る の ?. 
クレ イグ 「 あ の トリ ッ プ は LSD だ よ 。 僕 が あそこ で 触れ 
て る の は 、 ま さ に アシ ッ ド の こと 。 そ れ だ け 。 イ ンタ ヴ 
ユー で 言い 足す こと が ある と すれ ば 、 僕 は [LSD か ら 人 
は 多く を 教え られ る っ て 信じ て る 』 っ て こと くら いか な 。 
一 生 を 通じ て ね 。 そ れ 以 上 は 、 何 も 言い た く な いん だ け 
ど ……。 だ っ て 、 ア シッ ド に つい て 語る こと が 、 僕 が ア 
シッ ド を や っ て る っ て こと と イコ ー ル じゃ な いか ら 。 で 
、 今 まで や っ た こと が な いっ て 意味 で も な い 。 つ まり 、 
全部 、 謎 な ん だ ( 笑 )」 
@ う ん ( 笑 )。 じ ゃ あ 、 一 つ 前 の アル バム っ て 、 す ご く 悲 
し み に フ ォ ー カ ス さ れ て た じゃ な い ?. 
クレ イグ 「 う ん 」 
人 @ 今 回 、 客観 的 に 見 て 、 自 分 達 で は 、 何 か 特定 の エモ ー 
ショ ン に 意 議 的 に フォ ー カ ス し た 部 分 は ある ?. 
クレ イグ 「 君 が 言う よう に 、 こ の 前 の アル バム に は 悲し 
み が あ っ た 。 文字 通り 、 僕 は 地獄 に 行っ て 、 ま た 戻っ て 
きた 。 死後 の 世界 を 見 て を た よう な も の だ よね 。 い ろ ん 
な こと を 体験 し た ん だ 。 で も 、 後 悔 は ー つ も な い 。 多 く 
を 学ん だ っ て 気 が す る か ら ( 笑 )。 僕 は た だ この アル バム 
に 関し て は 、1 分 半 、2 分 の 曲 ば か り が 詰まっ た アル バム 
に し た か っ た ん だ 。 う ん 、 こ の アル バム っ て 、「 ハ イリ 
ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 』 に すご く 似 て る と 思う ん だ 。 ど っ ち 
も ポッ プ ・ ソ ング が 詰まっ て る し 。 こ の 前 の アル バム の 
時 は 、 曲 が あっ て 、 と に か くそ れ を アル バム に する の で 
精 一 杯 だ っ た 。 全部 吐き 出し て 、 悪 魔 払い を する た め に 
ね 。 で も 、 今 回 は 違う ん だ 。 ほ ら 、 だ っ て 、 カ ヴァ ー 見 
て も わか る よね ? 前 回 は これ (と 、 黒 い カ ヴァ ー を 見 
せる ) が カヴァ ー だ っ た 。 で 、 今 回 は すご く カ ラフ ル で 、 
生き 生き し て る 。 僕 に と っ て は これ 、 ラ イフ っ て こと な 
ん だ 。 僕 に と っ て は 、 今 の 生活 が これ 。 で 、 前 は 生活 が 
こん な 風 だ っ た ん だ よ 」 
ヘイ ミッ シュ 「 真 っ 黒 っ て いう ね 。 常 に ダー ク で ] 
クレ イグ 「 そ う ( 笑 )」 
⑯ こ の 「 メ ロディ ア ] っ て 、 タ イト ル に つい て は ? 
クレ イグ 「 タ イト ル に 関し て は 、 長 すぎ な い タ イト ル に | 
し た か っ た っ て こと だ け 。「 メ ロディ ア 」 っ て クー ル だ と 
思っ た し 。 僕 に と っ て は 意味 が ある ん だ けど ……。 他 の 
人 に は 別 の 意味 が あっ て も いい し ね 。 う ん 、 僕 に と っ て 
は クー ル な 言葉 っ て だ け か な 。 あ と 、 こ の カヴァ ー も か 
な り 僕 が 手掛け た ん だ 。 写真 と か 、 コ ラー ジュ と か 。 ど 
うし た か っ て いう と 、 ア ル バ ム が 出来 た 時 に 、 と に か く 
た くさ ん へ イミ ッシュ が 写真 を 撮っ て て 。 ち ょ うど その 
頃 、 僕 ら 、 シ ル ヴ ァ ー チ ェ ア を 観 に 行っ た ん だ よ 。 で 、 
これ は (と 、 中 央 上 部 の 写真 を 指す ) は 、 そ の ライ ヴ の 
後 の 写真 。 ほん と は (シル ヴァ ー チ ェ ア の ) ダニ エル も 
入っ て た ん だ けど 。 そ う 、 ダ ン デ ィ ・ ウ ォ ー ホ ルズ が や 
つっ た の が 好き だ っ た ん だ よね 。 ほ ら 、 有 名 人 の 友達 と 自 
分 達 で 写真 を 撮っ て た だ ろ ? コー トニ ー が ミッ ク ・ ジ 
ャ ガー と 一 緒 に 写っ て た り 。 あ れ が 気に入っ て さ 。 僕 、 
コー トニ ー の こと は すご く 尊 散 し て る ん だ 。 だ か ら 、 こ 
の カヴァ ー も 作品 の 一 部 な ん だ よ 」 
@ じ ゃ あ 、 こ の アル バム に つい て は 、 最初 か ら こ の 短 さ 
で 、 こ の 曲 数 で っ て いう と ころ は 決め て た の ? 


クレ イグ 「 う ん 、 僕 は 新曲 を 14 曲 入れ て 、 全 部 が ヒッ 
ト ・ ポ ッ プ ・ ソ ング みた いな 感じ に し た か っ た ん だ 。 キ 
ラキ ラ し て て 、 聴 く 人 の 注意 を すぐ に 惹き 付け る よう な 
ね 。 で 、 金 を 稼い で くれ る よう な ( 笑 )」 

ヘイ ミッ シュ 「 途 中 で 中 ダレ し た り 、 止 まる よう な こと 
が な い 、 流 線型 の アル バム っ て いう か ね ]」 

クレ イグ 「 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル の 部 分 も そん な に な い 
よね ? か な り ソ ング ・ ベ ペー ス の アル バム に な っ て る と 
思う 。 "ヒー ズ ・ ア ・ ロ ッ カ ー”" も “オレ ンジ ・ ア ン バ ー" 
も そう だ し 。 僕 が 「 自 分 の 痛み に つい て 歌っ て る | と か 、 
そう いう レコ ー ド じゃ な いん だ 。 こ れ は 、 小 さ な 絵 と か 、 
アー ト ・ エ キシ ヴィ ジョ ン み た いな レコ ー ド な ん だ よ 」 
人 @ 実 際 、 大 半 の 曲 は 、1 分 台 か 、2 分 前 後 な を ん だ けど 、 
アル バム の ど 真 ん 中 に 一 曲 だ け 、6 分 以上 も ある “トゥ 
ルー・ ア ズ ・ ザ ・ ナ イト "” が 入っ て る 。 こ れ は ? 

クレ イグ 「 最 初 、 あ の 曲 を 作っ た 時 は 、 ア ル バ ム を 締め 
括る 曲 か も る し れ な いと 思っ て た ん だ 。 で も 、 ヘ イミ 
ュ と プロ デュ ー サ ー が 、「 こ れ を セン ター ビ ピース に し 
どう か?] っ て 提案 し て き て さ 。 曲 原 に 関し て は 、 ホ ン 
ト 試行 錯誤 し た ん だ 。 僕 ら 、 く サウ ス ・ バ イ ・ サ ウス ウ 
ェ ス ト >〉 に 出 て 、NY と LA で ライ ヴ や っ て 。 そ の 間 ず っ 
と 、 毎 日 違う トラ ッ ク リ スト を 作っ て た ん だ よ 。 で も 、 
最終 的 に これ が 出来 た 時 に 、 す ご く 満 足 出 来 た ん だ 。 バ 
ンド 全員 で 作っ た し 」 

@ じ ゃ あ 、 ア ル バ ム の 最後 が 、 す ご く サ イケ デリ ッ ク な 
"シー・ イ ズ ・ ゴ ー ン " で 終わ っ て る の は ? 

クレ イグ 「 確 か 、 そ れ は プロ デュ ー サ ー の ロブ の アイ デ 
ア だ っ た と 思う 。 こ の 曲 、 ウ ォ ー ル ・ オ ブ ・ サ ウン ド の 
ピッグ な サウ ンド が ある よね ? これ に 比べ る と 、 ほ と 
ん どの 曲 は 、 ギ ター と ヴォ ー カ ル 、 ベ ー ス と ドラ ム だ け 
で の すご く 削 ぎ 落 と し た サウ ンド だ ろ ? で も 、 あ の 曲 
だ け は アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター も ディ スト ーション の 
か か っ た エレ キ ギ ター も 入っ て る し 、 山 ほど ヴォ ー カ ル 
が 重なっ て る ん だ 。 と に か く ト リッ ピー で 、 ア シッ ド な 
曲 を な ん だ 
ヘイ ミッ シュ 「 最 後に ビッ グ に 終わ る 感じ が ある 。 だ か 
ら 、 あ の 曲 と “トゥ ルー・ ア ズ ・ ザ ・ ナ イト "が 最終 曲 
候 捕 だ っ た ん だ ]」 

クレ イグ 「 ち ょ っ と スペ イシ ー な 感じ が ある か ら ね ] 

⑯ こ れ は マサ コ の 入れ 知恵 な ん だ けど 、9 曲 目 の タ イト 
ル は 、 ク レイ グ の ガー ルフ レン ド の 本 名 な ん だ よね ?. 
クレ イグ 「 カ ー ラ ・ ジ ェ イ ン ?] 
人 @ そ う 。 
クレ イグ 「 う ん 」 
で も 、 そ ん な 風 に パー ソナ ル な 曲 を 歌う な ん て 、 ジ ョ 
ン ・ レ ノン か 君 く らい だ よね ? 

クレ イグ 「 あ あ 、 勿 論 、 僕 は ジョ ン ・ レ ノン の こと は 神 
と し て 崇め て る か ら ( 笑 )」 
で も 、 こ ん な に も パー ソナ ル な ラヴ ・ ソ ング を 歌う の 
は 怖く な い の ?. 
クレ イグ 「 勿 論 ! こん な に あか ら さ まな ラヴ ・ ソ ング は 
僕 に と っ て 初め て だ っ た ん だ けど 、 や っ て て 楽し か っ た 
よ 。 ほ ら 、 こ の 曲 の 一 つ 前 の “ブレ イン デッド " っ て 、 
パン ク ・ ソ ング っ て いう か 、 ま る で 地獄 か ら 生 まれ た メ 
タル ・ ソ ング みた い だ ろ ? そう いう 曲 の 後に これ が あ 
る の も 気に入っ て る ん だ 。 僕ら の アル バム っ て 全部 そう 
な ん だ けど 、 出 来る 限り 、 あ ちこ ち に 飛び 移っ て 、 ど ん 
どん シフ ト す る ん だ よ 」 


@ じ ゃ あ 、1st ア ル バ ム に は 、 明 確 な 野心 みた いな も の 
が スト レー ト に あっ た と 思う 。 で 、2nd ア ル バ ム の 場合 、 
“イー ヴィ ル ・ タ ウン " みた いな 曲 に 顕著 だ と 思う ん だ け 
ど 、 業界 の シス テム に 対す る 違和感 みた いな も の が あか 
ら さ ま に 表 出 する よう に な っ た 。 つ まり 、 野 心 より も 、 
と に が か く 音 楽 業界 の 一 部 で ある こと に 対す る 違和感 だ よ 
。 今 、 そ うい っ た 野心 と の 距離 は どう ?. 
クレ イグ 「 僕 は 今 、 自 分 達 が や っ て る 音楽 に すご く 自 信 
が ある と 思う 。 だ っ て 、 他 の こと に 関し て は 、 僕 は まっ 
た く ダ メ だ か ら 。 コ ンピュータ も 使え な いし 、 携 帯電 話 
も 持っ て な い 。 そ うい っ た すべ て は 、 僕 に と っ て は と に 
か くす ご く 違 和 感 の ある も の な ん だ 。 僕 が 好き な の は 、 
た だ CD を 聴い て 、 曲 を 書く こと だ け 。 う ん 、 だ か ら 、 
野心 は ある よね 。 だ っ て 、 や っ ぱり 野心 的 じゃ な きゃ い 
け な い と 思う ん だ よ 。 だ っ て 、 今 じゃ 、 ホ ント に た くさ 
ん バン ド が いる だ ろ ? 僕ら が 最初 に 始め た 頃 に 比べ て 
も 、 ホ ント に いろ ん な バン ド が いる 。 だ か ら こ そ 、 ア ー 
ティ スト で いる な ら 、 そ こ は リ スト の 一 番 上 で ある べき 
な ん だ 。 野心 の 高 さ が ね 。 グ レイ ト な も の に 到達 する に 
は それ し か な いか ら 」 
@⑯ あ な た 達 が 仲 が 良かっ た ザ ・ ミ ュー ジッ ク は 、 ア メリ 
カ で の レー ベル が 同じ だ っ た じゃ な い ? 
クレ イグ 「 う ん 」 
で 、 僕 ら か ら す る と 、 ま っ た く 同 じ タ イミ ング で 、 両 
方 の バン ド が 急激 に 疲 遇 し て いっ て 、 内 側 か ら 瓦 解 し て 
いく の を 目撃 し た わけ な ん だ よね 。 今 振り 返っ て も 、 当 
時 の 音楽 シー ン で 生き 抜く の は 、 そ れ だ け ハー ド な も の 
だ っ た の か な ? そこ は 、 ど う ? 
ヘイ ミッ シュ 「 う ん 、 確 か に あれ は ハー ド ワ ー ク だ っ た 
よ 。「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド ]」 と 同じ 頃 に 、 ザ ・ 
ジッ ク も 1st ア ル バ ム を 出し て 、 俺 達 も 彼ら も 同じ レー 
ベル に いた だ ろ ? だ か ら 、 ザ ・ ミ ュー ジッ ク と は アメ 
リカ を 一 緒 に 長い 間 ツ アー する こと に な っ た ん だ 。 と に 
か く 、「[ ツ アー を 続け う 、 も っ と ツア ー を や れ ]| っ て 言わ 
れ 続け た 。 俺 達 も 、 ロ ブ と か も 20 歳 と か だ っ た か ら 、 ラ 
イヴ を や っ た ら そ の 後 す ぐに バー か ら 追 い 出さ れ て 。 か 
な り 惨 め な 気分 に させ られ る こと も 多かっ た ん だ よ ]」 
クレ イグ 「 勿 論 、 楽 し いこ と も あっ た けど ね 。 で も 、 確 
か に 、 つ らい こと も あっ た ] 
ヘイ ミッ シュ 「 だ か ら 、 多 分 、 俺 達 は 意識 的 に も うち ょ 
っ と スケ ー ル を 小さ くし た ん だ 。 バ ンド が バラ バラ に な 
っ つ ち ゃ わな いた め に ね ( 笑 )」 
人 @ こ こ 最 近 も 、 ザ ・ ミ ュー ジッ ク の 連中 と 話し た り は し 
て る の ? 
クレ イグ 「 ず っ と 連絡 は 取っ て る よ 。 メー ル と か 、 電 話 
と か 。 こ の 間 も 電 話 で 話し た ば っ か り だ し 」 
ヘイ ミッ シュ 「 う ん 、 俺 も 携帯 で メー ル を 送っ た ば っ か 
り 。 メ ー ル と か は や り 取 り し て る ん だ 。 ザ ・ 
ク も (フジ ) に 来る の は わか っ て た か ら 。 俺 達 、 土曜 は 
韓国 で フェ ス に 出る ん だ けど 、 あ いつ ら も その 韓国 の フ 
ェ ス と (フジ ・ ロ ッ ク ) に 出る ん だ よね 。 で も 、 ち ょ う 
ど 入 れ 違 いで さ 。 だ か ら 、 日 本 で は 会 えな いん だ けど 。 
で も 、 来週 、 向 こう が オー スト ラリ ア に 来る ん だ よ 。 だ 
か ら 、「 オ ー ス トラ リア で 会 お う 」 っ て 。 実際 、 も う 長 い 
会 っ て な いん だ 。2 年 か な ? 舘 達 が 2 年 前 に イギリス 
で プレ イ し た 時 が 最後 だ と 思う 」 
クレ イグ 「 う ん 、 ロ ンド ン の ライ ヴ に 来 て くれ て さ 」 
へ イミ ッシュ 「 フ ィ ル と ロブ が ね 」 


ミュ ー 


ミュ ー ジ ッ 
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多分 、1 st アル バム を レコ ー デ ィング し て た 時 が 、 僕 の 人 生 に お いて 一 番 エ キサ イ テ ィ ング な 時 期 だ っ た 。 
で も 、 こ の 「 メ ロディ ア 」 っ て いう アル バム っ て 、「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 」 の 続き っ て 気 が し て る ん だ 。 
音楽 的 に 比較 する と ね 。 だ か ら 、“ ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド " か ら 始 まっ て 、“" オ ー タ ム ・ シ ェ イ ド " へ と 続く 
あの 感じ を 、 今 回 は 、 ア ル バ ム 全編 で キー プ し た いと 思っ た ん だ よ 。 ま る で 一 つの 長い 曲 み た い に ね 


で さ 、 ア メリ カ を ツア ー し て る 時 に 、 俺 達 が クレ イグ 
と ロブ を 表紙 に し た 時 が あっ た じゃ ん ? 

クレ イグ 「 う ん 、 今 まさ に ちょ うど その こと を 思い 出し 
て た と ころ 。 お か し いね ( 笑 )」 

@ 当 時 、 ク レイ グ が 言っ て た の は 、「 自 分 達 みた いな 新 
し い 世 代 に よっ て 、 変化 が 起こ りつ つ あ る 」 っ て こと だ 
っ た ん だ けど 。 実際 、 そ うし た 変化 は 、 そ の 後 、 ど うな 
っ た ん だ と 思い ます か ? さっ き 、 今 は も っ と いい バン 
ド が た くさ ん 出 て き て る っ て 話 も あっ た けど ……。 

クレ イグ 「 あ 、 僕 、 今 は いい バン ド が た くさ ん いる と は 
言っ て な いよ 。 た だ 、「 た くさ ん バン ド が いる ] っ て 言っ 
た だ け で 。 そ れ に 、 僕 ら が シー ン の 一 部 で あっ た こと は 
一 度 も な いか ら ね 。 僕ら は スト ロー クス と か と 並べ られ 
て ……。 勿 論 、 そ れ は 良かっ た と 思う ん だ 。 そ うい っ た 
バン ド は 僕ら も 好き だ っ た か ら 。 で も 、 僕 は そう いう こ 
と は よく わか ら な い 。 い い ア ル バ ム を 作ろ うと し た だ け 
だ か ら さ 。90 年 代 後半 、 僕 は 曲 を 書い て 、 パ ブ と か で ラ 
イヴ を や っ て た ん だ けど 、 そ の 次 の 年 代 に 、 僕 ら は アメ 
リカ に 行っ て 、 レ コー ド を 作っ た 。 僕 ら は そう し た か っ 
た ん だ 。 だ か ら 、 あ の 頃 は すご く 楽 し い の と ハー ド ワ ー 
ク が 組み 合わ さっ て た 時 代 だ っ た 。 そ う 、 僕 ら は も うす 
で に か な り 多 く の こ と を 依 成 し た と 思う 。 明日 引退 し た 
っ て 、 オ ー ス トラ リア の バン ド と し て は いろ ん な こと を 
や れ た と 思う し 。 ア メリ カ で も イギリス で も 。 ア メリ カ 
で は ザ ・ ミ ュー ジッ ク と 一 緒 に 二 回 ツア ー を や っ た し 、 
大 勢 の 人 達 の 前 で プレ イ し た 。 う ん 、 ザ ・ ミ ュー ジッ ク 
は いい バン ド だ よね 。 で も 、 確 実に いい バン ド も 、 悪 い 
バン ド も 増え た と 思う な 。 残念 な を こと に 、 ひ どい の も た 
くさ ん 耳 に 入っ て くる っ て いう ( 笑 )」 

人 @ じ ゃ あ 、 こ こ ご 数 年 の 間 に 出 て きた 、 一 連 の 新しい バン 
ド に つい て は 、 ど う ?. 

ヘイ ミッ シュ 「 一 番 嬉し か っ た の は 、 ア ー ク ティ ッ ク ・ 
モン キー ズ が 、 俺 達 と ストロー クス の 影響 で バン ド を 始 
め た っ て 言っ て た こと だ な 。 そ うい う イ ン パ クト を 自分 
遠 が 与え た っ て いう の は 、 す ご く ク ー ル だ と 思っ た 」 
クレ イグ 「 う ん 。 た と え 、 僕 ら が U2 や R.E.M. で は な い 
に し て も 、 僕 ら も ちい くら か イン パク ト を 与え た ん だ っ て 
思え る の は すご く 嬉 し いよ 。 僕 ら が ロッ ク ・ ミ ュー ジッ 
ク に イン パク ト を 与え た こと は 事実 な た わけ だ か ら 。 だ っ 
て 、 ヘ イミ ッシュ が 言っ た みた い に 、 ア ー ク ティ ッ ク ・ 
モン キー ズ が 出 て きた ん だ か ら ね 」 

@ ア レッ クス と 話し た 時 に 、「 ク レイ グ が ジー ンズ に 絵 を 
描い て る の を 見 て 、 次 の 日 、 早速 自分 も ジー ンズ に 絵 を 
描い た ん だ ] っ て 言っ て た 。 

クレ イグ 「 へ え 」 

ヘイ ミッ シュ 「 は は は は ! 音楽 的 影響 だ け じ ゃ な く て 、 
ファ ッ シ ョ ン 的 影響 も 与え た っ て わけ だ 

とにかく 、 ヴ ァ イ ン ズ の 話 は よく し て た 。 

クレ イグ 「 す ご く 嬉 し いな 。 僕 、 彼 は 天才 だ と 思う し 。 
ザ ・ ラ スト ・ シ ャ ドウ ・ パ ベッツ の レコ ー ド も すご か っ 


た し 。 素晴らし い ア ー テ ィ ス ト だ よね ] 

へ イミ ッシュ 「 何 度 か 会 っ た こと も ある ん だ よ 。 す ごく 
クー ル な 連中 で さ 。 最 後に 会 っ た 時 も 、 も うす で に 大 成 
功 し て た の に 。 特に イギリス で は ね 。 な の に 、 ま だ 普通 
の 4 人 の 野郎 っ て 感じ だ っ た 。 ど この 出身 だ っ け ? ニュ 
ー キ ャ ッ ス ル ? いや 、 シ ェ フ ィ ー ル ド だ | 


@ そ うそ う 。 
クレ イグ 「 マ ー ク ・E・ ス ミス の 出身 地 だ よね 。 そ れ と 、 
パル プ も ね ( 笑 )」 


@ ク ラク ソン ズ も あな た の 話 、 し て た よ 。 

クレ イグ 「 ク ラク ソン ズ の こと は 、 僕 ら 、 す ご く 好 き な 
ん だ 。 彼ら の ライ ヴ に 行っ た ん だ けど 、 そ の 後 、 会 っ た 
ん だ よね 」 

@ あ あ 、 そ の こと も 話し た か も 。 サ イモ ン に 、「 ク レイ グ 
は あな た の アイ ドル な ん だ っ て ?| っ て 言っ た ら 、 も う 
顔 を 真っ 赤 に し て た 。 

クレ イグ 「 僕 、 す ご く ク ー ル な バン ド だ と 思っ た な 。 す 
ご く グ レイ ト で 。 僕 ら 、 ク ラク ソン ズ の シド ニー の ライ 
ヴ に 行っ た ん だ よ 。 で 、 ラ イヴ の 後 ち ょ っ と つる ん で 。 
エキ サイ ティ ング な 新しい バン ド だ と 思っ た ] 

へ イミ ッシュ 「 ク ラク ソン ズ も 俺 達 の ファ ン だ っ て 知ら 
な か っ た よ 。 ク ー ル じゃ ん ( 笑 )」 

@ で も 、 本 当 に 、 君 倍 が いな か っ た ら 始 ま ら な か っ た こ 
と が た くさ ん ある と 思う よ 。 

クレ イグ 「 あ り が と う 。 で も 、 ア ー テ ィ ス ト と し て 、 僕 
は 自分 の ペスト を 尽く し て る だ け だ か ら 。 そ れ が 人 に 影 
響 を 与え る ん な ら 、 こ れ 以 上 の こと は な いよ ね 。 別に 謙 
株 し な いで いい よね 7? ( 笑 )」 

ヘイ ミッ シュ 「 う ん 、 使 い 捨 て と か じゃ な い 気持 ち に な 
れる よ な 。 み ん な が 今 で も 大 事 に し て くれ て る ん だ か ら 。 
グレ イト だ よ ] 

クレ イグ 「 そ う 、 僕 が どん な 風 に 振る 舞 お うと 、 何 が あ 
ろう と 、 僕 ら の アル バム は 長い 間 残 っ て いく ん だ ] 

ヘイ ミッ シュ 「 プ ラス ティ ッ ク 製 だ か ら 、 す ぐに 割れ な 
いし な ( 笑 )」 

クレ イグ 「 今 じゃ 、 ラ イヴ も ずっ と 良く な っ た し ね 。 よ 
う や く 僕 自身 も 楽し め る よう に な っ た 。 ス ケ ジ ュ ー ル も 
うま く 組 まれ て る し 、 前 に 比べ て 、 ず っ と プロ フェ ッ シ 
ヨナ ル な アプ ロー チ が 取れ る よう に な っ た と 思う 。 そ う 、 
CD、 ア ル バ ム に 対し て は 僕 、100%% プ ロフ ェ ッ ショ ナ 
ル だ っ た と 思う ん だ よ 。 そ う や っ て 「 ハ イリ ー・ イ ヴォ 
ル ヴ ド 」 も 、 他 の アル バム も 作っ て きた 。 で 、 ツ アー に 
出 て 、 騒 いで 。 で も 今 は 、 ラ イヴ で も ハー モニ ー を 入れ 
た り 、 出 来る だ け ア ル バ ム の 音 を 再現 し よう と し て る ん 
だ 。 硬直 し た 、 つ ま ら な いも の に な ら な い 程 度 に ね 。 だ 
っ て 、 バ ンド の ライ ヴ を 観 て て 、CD を 聴い て る みた い 
な 気持 ち に な る と 、 や っ ぱ 退 屈 だ よね ? だ か ら 、 バ ラ 
ンス を 取ら な きゃ いけ な いん だ けど 、 僕 ら は 、 そ の 最適 
な パラ ンス を よう や く 見 つけ た と 思う 」 

⑯ じ ゃ あ 、 今 は どう いう モー ド な の ? この アル バム の 


プロ モー ショ ン も ある と は 思う ん だ けど 、 そ の 後 と か 。 
クレ イグ 「 も う 新 曲 が 出 来 て る か ら 、 す ぐに デモ に する 
つも りな ん だ よね 。 新曲 が 5、6 曲 あっ て 。2、3 週 間 以 
内 に デモ を レコ ー デ ィング する つも りな ん だ 。 そ れ に は 
僕 、 す ご く エ キサ イト し て る 。 み ん な は 今 、 こ の アル バ 
ム を 聴き 始め た と ころ だ けど 、 僕 ら の “ 今 " っ て わけ じ 
ゃ な い 。 勿論 、 ス テー ジ で プレ イ す る の は 楽し いん だ よ 。 
で も 、 僕 は も う 新 曲 の こと を 考え て る 。 そ こ は 僕 の 性 格 
な ん だ 。 バ ンド に 入っ て か ら ず っ と そう 。 や っ ぱり 一 番 
大 事 な の は いい 曲 を た くさ ん 書く こと な ん だ 。 そ れ が 唯 
ー の クラ イ テ リ ア だ し 、 一 番 僕 が 目指 し て る の は そこ だ 
し ね 。 家 に いる 時 は それ し か や っ て な い 。 デ モ っ て 、 僕 
に と っ て は すご く 神 聖 な を も の な ん だ 。 例え ば 、 初 期 の デ 
モ を 聴く と 、 僕 に は まる で 魔法 みた い に 思 える 。 去年 、 
また ロブ (・ シ ュ ナ ッ フ ) と レコ ー デ ィング し て る 時 も 、 
僕 、 彼 に 言っ た ん だ 。 「 多 分 、" ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド ”" 
を レコ ー デ ィング し て た 時 っ て 、 僕 の 人 生 に お いて 一 番 
エキ サイ ティ ング な 時 期 だ っ た 」 っ て 。 で も 、 こ の アル 
バム の ミキ シン グ の 段階 で も 、 僕 は も っ と 興奮 し て た か 
も し れ な い 。 実際 、 こ の 「 メ ロディ ア 』」 っ て いう アル バ 
ム っ て 、 僕 か ら す る と 、「 ハ イリ ー・ イ ヴォ ル ヴ ド 」 の 続 
きっ て 気 が し て る ん だ 。 音楽 的 に 比較 する と ね 。 だ か ら 、 
"ハイ リー・ イ ヴォ ル ヴ ド "から 始 まっ て 、“ オ ー タ ム ・ 
シェ イド " に 続く あの 感じ を 、 今 回 は アル バム 全編 で キ 
ー プ し た いと 思っ た ん だ よ 。 ま る で 一 つの 長い 曲 み た い 
に 。 ね …… 誰 か 、 僕 が し ゃ べり まく る の 、 止 め て よ 」 

人 大 丈夫 ( 笑 )。 で も 、“ オ ー タ ム ・ シ ェ イ ド " の シリ ー 
ズ は 、 今回 の 第 三 弾 の 後 、 ま だ 続く 予定 な の ? 

クレ イグ 「 僕 、 レ コー ディ ング 中 に 、 ロ ブ に こう 言っ た 
ん だ よ 。「 も うこ れ で 終わ り だ ] っ て 。 そ し た ら 、 ロ ブ が 
『 そ ん な こと 言っ ちゃ いけ な い 」 っ て ね 。 で 、『 オ ッ ケ ー、 
じゃ あ 、 そ こ は 言 い 切ら な いこ と に する 』 っ て こと に し 
た ん だ 。 う ん 、 こ れ か ら ど うな る か 、 ま だ 可能 性 が 開か 
れ て る 方 が ナイ ス だ と 思う し 。 つ まり 、 今 で も 4 番目 が 
ある か も し れ な いっ て こと ( 笑 )」 

ヘイ ミッ シュ 「「 も うな い 』 っ て 言っ ちゃ ダメ だ よ な ]」 
クレ イグ 「 そ の 通り ( 笑 )」 

@ じ ゃ あ 、 最 後 の 質問 で す 。 音楽 を 始め た こと で 、 当然 、 
いい 変化 も ホン ト た くさ ん あっ た と 思う ん だ けど 、 逆 に 、 
何 か 悪 い 変化 は あっ た と 思い ます か ? 

クレ イグ 「 い や 、 ま っ た く な い 。 僕 が 考え る 限り 、 僕 は 
自分 の 人 生 で 一 度 も ミス を 犯し た こと が な いか ら 」 

ヘイ ミッ シュ 「( 身 )」 

クレ イグ 「 だ っ て 、 僕 は 常に ボ ポジティヴ な も の を 外 に 出 
し て きた ん だ 。“ ス クリーム" や “ゲット ・ ア ウト "みた 
いな 曲 で さえ ね 。 あ あい っ た 曲 の 中 で の 僕 は 壊れ て る か 
も し れ な いけ ど 、 同 時 に あれ は アー ト で も ある ん だ よ 。 
ロッ クン ロー ル で も あっ て ……。 僕 が 見 る 限り 、 僕 が 作 
っ た 4 枚 の アル バム と 、 僕 が この 地上 で や っ て きた こと 
すべ て に 僕 は 満足 し て る 。 絶 対 に ね 」 IS 
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25 JUNE 
MO0'SOME TONEBENDER [モー サム ・ ト ー ン ペン ダー] 
リキ ッ ド ルー ム 恵 比 寿 

4、5、6 月 と 3 ヵ月 連続 (リキ ッ ド ) 公演 を 行っ て き 
た モー サム 。 公演 ご と に メ ン バ ー の 一 人 ひと り が ライ 
ヴ を プロ デュ ー ス (5 月 の 藤田 さん の 時 は 、 な ん と 藤 
田 さん の 弾き 語り も あっ た らし い !) 、 最終 回 の 今 公 演 
は 、 ヴ ォ ー カ ル 百 々 さん の 回 。 照明 は シャ ン デ リア で 、 
小 オ ー ケ スト ラ 隊 も いて 、 い つも と 全然 違う 雰囲気! 
出来 立て ほや ほや の 新曲 や 、 会 場 限定 で 各 月 1 枚 ず つ 
売ら れ て いた シン グル (3 ヵ月 連続 で 即 完売 。 も う 手 
に 入り ませ ん よー) か ら も 何 曲 か 演奏 し て くれ た り 、 
と に か く ス ペ シ ャ ル な ライ ヴ で し た 。 新曲 を 聴く 限り 
で は 、 ま た キッ チュ で ナン セン ス な モー サム が 戻っ て 
き て くれ て いる よう で 、 嬉 し い 限り で す !| も うす ぐ 出 
来 上 が る アル バム が 超 楽 し み ! (永松 雄大 ) 


3JULY 
曽我 部 吾 一 BAND 
な ん ば ハッ チ 

ライ ヴ 当 日 か ら 時 間 が 経っ て 、 何 か 言い た く て し ょ 
う が な いけ ど 、 何 か 言 える こと が ある ん だ ろう か っ て 
思い ます 。 あ の 日 、 僕 は 最高 の ロッ クン ロー ル に 出 会 
っ た ん で す 。 そ れ か ら の 僕 は 、[| Love Rock'n'Roll 
な ん で す 。100 パ ー セ ント 本 気 で ……。 あ ぁ 、 これ し 
か 言え る こと が な いよ 、 僕 に は 。 僕 は 本 当 に 「 魔 法 の 
バス 」 に 乗れ る 気 が し た ん だ 。 朝 まで 、 い や ずっ と ず 
っ と ロッ クン ロー ル は 僕 の 側 に いて くれ る ん じゃ な い 
か っ て 。 終 わっ た 時 、 と て も と て も 悲し か っ た 。 み ん 
な が 笑 碑 で 帰っ て 行く 中 で 、 僕 は 一 人 会 場 の 中 で 係員 
に 追い 出さ れる まで 座り 込ん で いた 。 誰か と 一 緒 に い 
た か っ た 。 だ けど 誰 の 願 も 見 た く な か っ た 。 僕 は た だ 、 
ロッ クン ロー ル と 一 緒 に いた か っ た 。 

(兵庫 県 三澤 淳史 ノ 20 歳 ) 


11JULY 
七尾 旅人 、 曽 我 部 恵一 
リキ ッ ド ロフ ト 恵 比 寿 

七尾 旅人 と 曽我 部 恵一 に よる 、 オ ー ル ナイ ト 弾 き 語 
リラ イヴ 。8 割 以上 を 占め て いた で あろ う 、 曽 我 部 さ 
ん の ファ ン に 七尾 旅人 は どう 映っ た の で し ょ うか ? 
七尾 さん は 、 サ ニー デイ ・ サ ービス の “サマー・ ソ ル 
ジャ ー"、“ 自 い 恋人 " を カヴァ ー し て まし た 。 七 尾 さ 
ん の フィ ルター を 通す と 随分 と 違っ た 印象 の 曲 に な る 
ん で すね 。 曽我 部 さん は 180 度 雰囲気 が 変わ り 、 終 始 
笑い が 絶え な い ス テー ジ で し た 。 最後 は 二 人 で 弾き 語 
っ た の で す が 、 曽 我 部 さん の 様子 が 変 だ | 異常 に テン 
ショ ン が 高く な り 、 叫 び 出 し た と 思っ た ら 、 ト イレ に 
行っ た きり 30 分 帰っ て こない ぞ ! 帰っ て 来 た と 思っ た 
ら 、 ス テー ジ 上 で 爆睡 し ちゃ いま し た ……。 人 曽我 部 さ 
ん が 寝 て いる 横 で 弾き 語る 七尾 旅人 さん …… ( 笑 ) 。 
いい も の 観れ まし た 。 (永松 雄大 ) 


16 JULY 
明 (HiGE) 
リキ ッ ド ルー ム 恵 比 寿 

立ち 込め た スモ ー ク の 中 か ら 現 れ た 一 匹 と 5 人 。 こ 
れ は 夢 ? それ と も 現実 ? と 思え る ほど の めく る めく 
40 分 。 休 憩 を 挟み 、 金太 郎 の 着ぐるみ で 登場 し た 須藤 
氏 、 そ し て 第 二 部 の 1 曲目 は “ロッ クン ロー ル と 五 人 


の 囚人 "。 何 度 か の あっ た アン コー ル の 締め は "ハー ト の 
キン グ "。 悪 ノリ な の か 真面目 な の か 。 全編 を 通し て 
いつ も 以上 に 笑 族 で ノリ ノリ で 踊り な が ら 演 奏し て い 
る メン バー。 な ん だ か いろ いろ な 意味 で ニヤ ニヤ が 目 
ま ら な い 2 時 間 だ っ た 。 (神奈 川 県 佐藤 寛子 26 歳 ) 


25 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL '08 
[フジ ・ ロ ッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 く る り ] 
苗場 スキ ー 場 

マイ ク ・ テ スト の 時 か ら 岸 田 さ ん が 「 か える の 歌 が 
聞こ えて くる よ 、 ク ワッ クワ ッ ー)」 と 歌い 、 す で に 
心地 よい ゆる い 夫 囲 気 が 充満 。 「 そ れ で は また 後ほど 」 
と いう メッ セー ジ の 1 分 後に ライ ヴ 開 始 ( 笑 )。 新曲 に 
始ま り 、 次 に 演奏 され た の が “さっき の 女の子 "| こ 
れ は 涙 も の で し た 。 そ の 他 に も 代表 曲目 白 押 し で し た 
が 、「 ワ ルツ を 踊れ 」 か ら は 1 曲 も な し 。 彼ら は も う 次 
に 向かっ て いる よう で す 。 す ご い ぞ 、 く る り 。 あ り が 
と う 、 く る り 。 (大 阪 府川 口 逸 平 プ 22 歳 ) 


25 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ - ロ ッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 ジェ イミ ー・ リ デル ] 
苗場 スキ ー 場 

オー セン ティ ッ ク な バン ド ・ スタ イル に な る の か と 
思っ た ら 、“ ア ナ ザ ー・ デ イ " か ら 始 まっ た ステ ー ジ は 、 
生 パ ンド と ラッ プ ・ ト ッ プ を 駆使 し た 、 な か な か 実験 
的 な スタ イル 。 自 分 の 声 を サン プル し まく つて 独特 な 
ファ ンク ネス を 作り 上 げ て いく 。 そ れ ら が 組み 合わ さ 
つて パン ド が 爆発 する 時 が や は り 最 高 で 、“" リ トル ・ ビ 
ッ ト ・ フ ィ ー ル ・ グ ッ ド "は 、 ま さ に フィ ー ル ・ グ ッ 
ド 、 し か も ジェ イミ ー、 思 っ た 以上 に 歌う ま ー! し か 
も 黒 シ ャ ツ と ス トラ イプ の パンツ を 着こなし て 、 舞台 
の 端 に 座っ て 歌っ ちゃ っ た りす る か ら 、 も う 女 の 子 は 
イチ コロ で し ょ う 。 (大 阪 府 木 津 /23 歳 ) 


25JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ ・ ロ ッ ク - フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 ザ ・ ヴ ァ イ ンズ ] 
苗場 スキ ー 場 

初 っ ば な か ら 、 各 アル バム の リー ド ・ シン グル 連発 
で 始ま っ た ライ ヴ は 、 ク レイ グ が 「 ビ ュー ティ フル 」 
と 言う くら い の 盛り 上 が り ! それ も その は ず 、 み ん な 
が 待ち 望ん で いた ヴァ イン ズ の 、 クレ イグ の ライ ヴ だ 
も の 。 盛り 上 が り 過 ぎ て 途中 に 挟ま れる 静か な 曲 が ク 
ー ル ・ ダ ウン に な っ て 助かり まし た 。 終 盤 に は 1 
ス ・ ジ ャ クソ ン " まで や っ て く れ ま し た 。 ク レイ グ も 
満足 気 に 最後 は ステ ー ジ 破壊 で す 。 お 帰り な さい 、 ク 
レイ グ 。 ま た 来 て ね 。 (新潟 県 / 芝 木 雄作 25 歳 ) 


25 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ ロッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 ザ ・ ヴ ァ イ ン ズ ] 
苗場 スキ ー 場 

キャ ン セ ル さ れ た 2004 年 の フジ か ら 、 も う 4 年 。 今 
年 の ライ ン ナ ッ プ に ヴァ イン ズ の 名 前 を 見 つけ た 時 は 、 
音 ぶ と 同時 に 不安 も あっ た 。 ほん と に 来る の ? ちゃ 
ん と ライ ブ 出 来る の ? で も 、 満 員 の レッ ド ・ マ ー キ 
ー に ヴァ イン ズ は 現れ た 。 あ の クレ イグ が 、 ヴ ァ イ ン 
ズ が 目 の 前 で 演奏 し て いる 。 それ だ け で 感情 が 爆発 し 


そう だ っ た 。 そ し て 、 曲 の イン トロ で 歓声 を 上 げ 、 * ラ 
イド " で は 手拍子 を ば っ ちり 決め 、 ほとん どの 曲 で コ 
ラス し まく る オー ディ エン ス 。 み ん な 最高 。 ほん と 
に 、「 こ の 日 を 待っ て た 」 つて 気持 ち が 一 つ に な っ た 気 
が し た 。 お 帰り 、 ク レイ グ 。 ゆっ くり で いい の で 、 ぃ 
つか また ライ ヴ を 観 せ て 欲し い 。 これ が 伝説 に な る の 


は 嫌 だ 。 (大 阪 府 竹 井 提 知 25 蘭 ) 
25JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ ロッ ク ・ フ ェ ステ ィ ヴ ァ ル 、 オー ルナ イト フジ] 
苗場 スキ ー 場 

電気 グル ー ヴ 、 *N.O" や っ て くれ て 超 嬉 し か っ た 。 
その 後 の 、 カ ガミ ンー ポール ・ ヴ ァ ン ・ ダイ クー スギ ウ 
ラム の 流れ が 何より も 完璧 過ぎ まし た 。 残っ て る 人 も 
まばら な 中 、 結局 朝 6 時 過ぎ に 音 が 止ま る まで 残っ て 
踊っ ちゃ いま し た 。 最後 に ブラ イア ン 、 「 で は 、 これ か 
ら ぐ っ すり 寝 て 、 また 今夜 アン ダー ワー ルド あたり で 
会 いま し ょ う 」 と か 言っ て 。 地面 は ゴミ だ ら け で し た 
が 、 そ れ が どう し よう も な く 気 に 入っ た 。 あの 夜 ほど 、 
きれ い に 見 えた 月 も な い 。 ウサ ギ の 被り 物 し た 女の子 
二 人 組 に ビー ス ! (京都 市 / 佐 々 木骨 一 20 歳 ) 


25 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ ロッ ク ・ フ ェ ステ ィ ヴ ァ ル 、 
マイ ・ ブ ラディ ・ ヴ ァ レ ンタ イン ] 
苗場 スキ ー 場 

まず 思っ た の は 、 ビ リン ダ 可 愛 いっ て こと ( 笑 )。 み 
ん な ロロ 々 に 「 か わい い !| と か 「 ス タイ ル い い !| と か 言 
つて まし た 。 ケ ヴィ ン も な ん だ か 時 折 見 せる 微笑 が 神 
秘 的 な 界 囲 気 を 醸し 出し て まし た 。 で も 、 何 と いっ て 
最後 の "ユー・ メ イド ・ ミ ー・ リ アラ イズ " で の ノ 
イズ 地 狂 で は 我々 を 凍り 付か せ て く れ ま し た ね 。 あ れ 
は 何 分 くら いや っ て た ん で し ょ う か ? 僕 の 体感 で は 
20 分 以上 に 感じ た ん で すけ ど 。 寝 そ うに な り ま し た 
( 笑 )。 マ イブ ラ に 誹 は な い 。 僕 が 疲れ て た だ け な ん で 
す 。 (宮城 県 平井 陽介 ン 27 歳 ) 


25 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL "08 
[フジ - ロ ッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 
マイ ・ ブ ラディ ・ ヴ ァ レン タイ ン ] 
苗場 スキ ー 場 

1 蔵 の 長男 を 連れ て 、 家 族 で 初 の キャ ンプ 参加 。 バ 
エリ ア を ほお ば り 、 ス トー ンズ ・ サー クル で 太 埋 を 叩 
き 、 キ ッ ズ ・ ラ ンド で は し ゃ ぎ 、 マイ ブラ に 驚き 。 そ 
し て 2 日 目 は 、5 回 の 食事 と 2 回 の 風呂 だ なけ で 1 日 が 過 
ぎ て いき まし た 。 と りあ え ず 、 無事 に 終わ っ て よかっ 
た で す 。 (神奈 川 県 斉藤 明 33 蔵 ) 


26 JULY 
FUJI ROCK FESTIVAL '08 
[フジ ロッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル 、 ゴ ティ エ ] 
場 スキ ー 場 

登場 する や 否や 、 そ の 端正 な ルッ ク ス に 場内 騒 杖 。 
原 が 小さ い | プロ グラ ム 音 に 、 一 人 で 絆 館 、 ド ラム 、 
パー カッ ショ ン を 行き 来 し な が ら 生 音 を 重ね て いく 、 
と て や 非 効率 的 な 演奏 スタ イル は 、 パ フォ ー マ ン ス と 
し て 非常 に 楽し いも の で し た 。MC が ほとん ど 日 本 語 
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